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明

治

初

期

の

溜

池

鉱

害

資

料

上

刎

忠

直

方

市

内

の

旧
上

新

入

村

に
あ

っ
た
通

称

「
明

神

池

」

は
、

隣

村

の
旧

知

古

村

の
農

地

用

水

池

と

し

て

利

用

さ

れ

て

い
た

が
、

現

在

で

は

そ

の
役

目

を
終

っ

て

埋

立

て

ら

れ
、

産

炭

地

振

興

事

業

に

よ

っ
て

明

神

工

場

団

地

に
変

貌

し

て

い

る
。こ

の
池

は
周

囲

の
山

林

よ

り

の
集

水

が

少

い

の
で

、

隣

村

の
旧

山

部

村

の
山

間

部

に
集

水
溝

を

掘

り

め
ぐ

ら

し
、

池

の
最

奥

部

の
山

に

ト

ン
ネ

ル
を

う

が

っ

て
、

集

水

を
流

入

し

て

い
た

。

山
部

の

こ

の
地

区

は
近

年

ま

で

小
炭

坑

が
稼

業

し

て

い

た
所

で

あ

っ
て
、

そ

の

た

め

溜

池

お

よ

び

集

水

溝

の
鉱

害

に

つ

い
て

、

炭

坑

と

農

民

と

が

争

っ
て
き

て
、

農

民

側

は
借

区

継

続

出

願

や

借

区

譲

渡

出

願

に
際

し

て
、

坑

業

差

止

め

な

ど

の
歎

願

を

繰

り
返

し
た

。

そ

の
事

件

を

「
知

古

記

録

」

(
直

方

市

知

古

麻

生

シ
ズ

エ
氏

所

蔵

)

の
中

に

あ

る

つ
ぎ

の
資

料

に

よ

っ
て
知

る

こ
と
が

で

き

る
。

紹

介

す

る
資

料

は
全

部

で

一
件

の
請

願

書

に
な

っ
て

い
て
、

最

後

の
明

治

十

九

年

九

月

の
請

願

書

が

本

紙

で

あ

り
、

他

の
も

の

は
願

意

を
説

明
す

る

た

め

に
別

紙

と

し

て
添

付

し

た

も

の

で
あ

る
。

し

か

し

各

事

件

ご

と

の
経

過

を
知

る

便

宜

上

、

年

月

の
順

に
資

料

を

並

べ

変

え

た
。

な

お
資

料

に

は
図

面

が

添

付

さ

れ

て

い
た

は
ず

で

あ

る
が

、

記

録

の
中

に

は

一
部

も

残

っ
て

い
な

か

っ
た
。

別

紙

一
勧

第

二

百

七

十

九

号

(
朱

字

)

第

弐

百

八

十

六

号

石

炭

開

坑

譲
渡

二
付

願

私

儀

従

来

当
県

下

山

部

村

浦

山

件

二
側
筒
谷

二
於

テ
石

炭

開

坑

御

免

被

仰

付

、

去

ル
明

治

ヒ

年

四

月

工

部

省

許

可

ヲ
受

ケ
開

坑

仕

居

候

処

、

右

開

坑

二
益

七

百

坪
ケ
所
、
隣
村
知
古
村
用
水
溜
池
水
減

二
候
哉
、
実
地
検
査
之
上
御
指
図
被
仰
付

奉
畏
り
候
。
則
借
区
免
状
奉
差
上
候
。
然
ル
ニ
右
券
状
之
内
側
筒
谷
八
百
坪

二
御

座
候
処
、
何
等
障
碍
之
廉
無
之
候

二
付
、
当
村
原
田
惣
平

二
譲
渡
仕
度
候
間
、
御

書
換
更

二
券
状
御
下
渡
被
仰
付
度
此
段
御
奉
願
候
也

第
六
大
区

一
小
区
山
部
村
弐
千
三
番
屋
敷
居
住

農

高

田

重

蔵

明
治
九
年
四
月
十
五
日

福
岡
県
令

渡

清

殿

副
戸
長

末

永

茂

世

戸

長

増

崎

正

敏

第
二
百
八
十
六
号

(朱
字
)

甲
第
千
百
廿
三
号

石
炭
開
坑
譲
受
候

二
付
券
状
書
換
願

当
村
高
田
重
蔵
儀
兼
テ
石
炭
開
坑
仕
候
側
筒
谷
八
百
坪
、
今
般
示
談
之
上
私

工

譲
受
候

二
付
、
券
状
御
書
換
御
下
渡
被
仰
付
、
則
詳
細
同
人
ヨ
リ
奉
願
候
。
此
段

御
聞
通
被
仰
付
度
奉
願
候
也

第
六
大
区

一
小
区
山
部
村
四
拾
六
番
屋
数
居
住

農

原

田

惣

平

明
治
九
年
四
月
十
五
日

福
岡
県
令

渡

清

殿

副
戸
長

末

永

茂

世

戸

長

増

崎

正

敏

「～



前
書
借
区
場
字
浦
山
去
ル
七
年
許
可
営
業
致
居
候
処
、
隣
村
知
古
村
溜
池

二
接

近

シ
、
水
減

二
関

シ
耕
地
養
水
不
都
合
之
由
、
同
村

ヨ
リ
届
出
候
間
実
地
為
遂

検
査
ヲ
候
処
、
相
違
無
之

二
付
、
其
節
返
上
願
出
候

二
付
御
聞
届
相
成
度
。
然

シ
字
側
筒
谷

ハ
障
碍
之
儀

モ
無
之
、

原
田
惣
平

二
譲
渡
申
度
候
。
願
出
券
状
御

書
換
御
下
渡

二
相
成
度
候
也

福
岡
県
令

渡

清

明
治
九
年
四
月
廿
九
日

工
部
卿

伊

藤

博

文

殿

(朱
字
)

書
面
願
之
通
聞
届
、
譲
受
人

へ
証
券
下
渡
候
。
就

ハ
字
浦
山
ノ
儀

ハ
坑
法
第
六

章
第
廿
七
款

二
照

シ
、
廃
坑
跡
危
害
無
之
様
手
当
方
注
意
可
致
候
事

明
治
九
年
五
月
十
三
日工

部
卿

伊

藤

博

文

画

前

記

の
内

「
側

筒

谷

(
そ

ば
づ

つ
た

に
)

」

は
後

に
三

菱

新

入

第

二

坑

が

開

坑

さ

れ

た
所

で

あ

る
。

ま

た

「
坑
法

第

六

章

第

廿

七

款

」

は

「
日

本

坑

法

」

の

条

文

で

「
坑

業

ヲ
廃

セ

ン
ト
欲

ス

ル
者

ハ
、

竪

坑

ノ

ロ

ヲ
掩

ヒ
、

又

柵

囲

ヒ

ナ

ス
ベ

シ
。

工
部

省

ヨ

リ
其

竪

坑

ヲ
当

然

二
堅

固

ニ
セ

シ

ヤ
、

且

坑
内

ノ
営

繕

完

全

存

在

ス

ル
ヤ

ヲ
検

査

ス

ベ

シ
。

若

疎

漏

ア

ラ
バ

工
部

省

二
於

テ

是

ヲ
繕

治

ス

ベ

キ
費

額

ノ

一
倍

ヲ
徴

収

ス
ベ

シ
」

と

定

め

ら
れ

て

い
た
。

つ
ぎ

は
前

記

の
借

区

場

所

に
近

接

し

た

他

の
炭

坑

の
鉱

害

に
対

し

て

、

同

炭

坑

を

止

業

さ

せ

た

歎

願

で
あ

る
。

別

紙

二

第

五
区

一
小

区

鞍

手

郡

知
古

村

田

方

養

水

ノ
義

二
付

歎

願

書

一
当

村

田
方

養

水

池

字

浦

池

一
円

溜

井

二
御

座

候

処

、

水

源

ノ
場

所

無

之

、

隣

村

山
部

村

浦

山

婚

硝

倉

ト
申

所

山

林

ノ
辺

リ
　

降

雨

流

水

在

テ
、

大

造

ノ
溝

仕
調
、
全
雨
水
ヲ
仕
掛
ケ
溜
水
仕
立
ノ
義

ニ
テ
、
平
年
不
足
致
シ
候
儀

二
付
、

旧
藩
中
当
大
区
勝
野
村
抱

ヨ
リ
本
川
水
取
之
儀
、
御
普
請
出
願
再
三
御
見
分

之
上
、

一
旦
御
許
容
被
仰
付
候
得
共
、
溝
筋
之
費
地
貢
租
作
徳
米
弁
償
難
出

来
候

二
付
、
御
差
止
ノ
義
被
仰
付
、
就
テ
ハ
年
毎
少

々
照
続

ニ
モ
養
水
不
足

仕
、実
以
テ
難
渋
ノ
村
柄

二
御
座
候
。
然
ル
処
右
養
水
溜
井

工
仕
掛
第

一
之
場
所
、

上
新
入
村
長
浦
ト
申
所

工
近
頃
石
炭
坑
開
坑
致
候
段
、
伝
承
仕
候

二
付
同
村

工
及
引
合
候
処
、
同
村
農
香
田
賢
借
区
御
免
許
地

ノ
趣
返
答
有
之
候
得
共
、

右

ノ
場
所

ハ
旧
藩
中

二
地
焚
石
卜
唱
、
少

々
掘
方
仕
候
節
、
養
水
溝
筋
大
造

之
破
損
出
来
仕

ル
ニ
付
出
願
仕
候
所
、
即
時
御
指
止
メ
被
仰
付
居
申
場
所

ニ

テ
、
今
般
借
区
御
免
許
之
義
承
知
仕
居
不
申
、
案
外

ノ
仕
合

二
御
座
候
。
同

所
之
義

ハ
開
坑
中
土
掘
崩

レ
候
テ

ハ
、
果

シ
テ
先
年
之
通
破
損
出
来
可
致
モ

難
計
、
且
水
気
洩
落
候
テ

ハ
仕
掛
溝
流
水
相
減

シ
、
復
以
テ
溜
井
常
備
減
水

不
足
仕
、
外

二
水
所
之
手
段
無
之
、
永
世
之
難
渋
之
儀
ト
村
中
深
ク
歎
息
仕

ル
事

二
御
座
候
条
、
御
多
繁
御
半
何
分
共
多
恐
御
願

二
御
座
候
得
共
、
実
地

御
見
分
ノ
上
右
借
区

ノ
場
所
止
業
之
御
所
分
被
仰
付
度
、
如
分
下
方
懇
談
相

調

ヒ
不
申
、
無
余
儀
奉
懇
願
候
間
、
御
憐
慰
之
御
詮
儀
ヲ
以
テ
至
急

二
御
見

分
之
上
御
差
止
メ
被
仰
付
度
、
則
チ
別
紙
絵
図
面
相
添
此
段
御
願
中
上
候
間

宜
敷
被
仰
付
度
、
傍
テ
奉
歎
願
候
也

第
五
大
区

一
小
区
知
古
村
百
姓
惣
代栗

原

新

助

明
治
十
年
十

一
月
六
日

外
七
名
連
署

福
岡
県
令

渡

清

殿

前
書
之
願
之
通
実
地
御
検
査
之
上
御
指
揮
相
成
度
候
也

第
五
大
区
々
長

久

野

寂

也

(朱
字
)

　
　

書
面
願
ノ
趣
聞
届
候
也

トヨ



明
治
十
年
十
二
月
十
五
日

福

岡

県

印

添

書

知
古
村
養
水
ノ
義

二
付
歎
願

ノ
趣

一
応
実
地
見
分
仕
候
処
、
現
場
就
業
之
体
勢
、

許
可
無
之
耕
地
ヲ
モ
掘
崩

シ
居
候

二
付
、
右

ハ
直

二
差
止
メ
申
候
。
別
紙
図
面

之
ケ
所

ハ
免
許
ノ
地

ニ
ハ
可
有
之

被
考
候
得
共
、
前
願
ノ
通
狼

二
溝
地
掘
方
仕

居
候

二
付
、
後
年
養
水
災
害
之
醸

成
も
難
計
候
条
、
至
急
実
地
御
検
査
被
下
度

候
也

第
五
大
区

一
小
区
戸
長

山

宰

知

致

前

記

に
あ

る
坑

主
香

田

賢

は
、

児

玉
音

松
著

「
頭

領

伝

」

の
中

に
出

て

く

る

「
春

日

屋

炭

坑

」

の
坑

主

で
あ

る

。

つ
ぎ

は
帆

足

義

方

が

上

新

入

村

来

ル
見

(
現

在

直

方

市

上

新

入
字

来

る

見
)

に
開

坑

し

た
時

、

坑

口
付

近

が

溜

池

に
接

近

す

る

と

と

も

に
、

仕

掛

溝

に
も

影

響

あ

り

と

し

て
、

制

限

付

の
免

許

を
歎

願

し

た

も

の

で
あ

る
。

帆

足

義

方

が

開

坑

し

た

こ

の
炭

坑

が
、

後

に
三

菱

新

入
第

一
坑

と

な

っ
た
。

こ

の
文

書

に

は
行

政

関
係

の
朱

書

が

な

い

の
で

、

写

か
控

と

思

わ

れ

る
。

別

紙

三

鞍

手

郡

知

古

村

田

方

養

水

ノ
義

二
付

歎

願

書

一
当

村

田
方

養

水

ノ
為

、

旧

来

上

新

入
村

ト
相

談

シ
築

立

タ

ル

一
村

一
ケ
所

ノ

池

ニ
テ
誠

二
緊

要

ノ
溜

井

二
候

。

然

二
該

溜

井

水

源

之

場

所

無

之

、

隣

村

山

部

村

字

浦

山

ト
申

所

、

山

林

之

邊

二
降

雨

ノ
際

流

水

ヲ
注

入

セ

ン

カ
為

大
造

ノ
溝

ヲ
仕

調

、

是

迄

兎

ヤ
角

水

ヲ

溜
込

候

得

共

、

本

年

ノ
如

ク
少

シ

ク
旱

ス

レ
パ

村

方

難

渋

致

候

処
、

已

前

ヨ
リ

間

々
右

近

傍

二
於

テ

石
炭

借

区

営

業

ス

ル

モ

ノ

ア

ル

ヨ
リ
、

降

雨

吸

込

追

々
水

不

足

二
及

ビ

、

且

仕

掛

溝

ハ
潰

込

ノ

ケ
所
出
来

シ
一
村
ノ
困
難
不
勘
候

二
付
、
右
近
傍
石
炭
坑

ノ
義

ハ
御
指
止

メ

ヲ
御
願
、
既

二
差
止
メ
ニ
相
成

タ
ル
事
度
々
二
御
座
候
。
就
テ

ハ
今
般
鞍
手

郡
上
新
入
村
字
来
ル
見
ト
申
所

二
福
岡
県
平
民
帆
足
義
方
外
壱
名

ニ
テ
石
炭

借
区
出
願
ス
ル
ニ
付
、
当
村

二
故
障
無
之
哉
之
義
、
本
年
四
月
廿
七
日
及
示

談
候
得
共
、
右
溜
池
ノ
仕
掛
溝

二
接

シ
タ
ル
儀

二
付
、
追

々
一
村
之
大
患
ヲ

醸

シ
可
申
見
込

二
付
其
邊
相
願
候
得
共
、
借
区
出
願

二
相
成
候
由

二
付
、
右

溜
池

ヨ
リ
百
間
、
仕
掛
溝
湊
五
十
間

ヲ
相
隔
御
許
可
相
成
候
様
被
仰
付
度
、

別
紙
図
面
相
添
此
段
奉
歎
願
候
也

鞍
手
郡
知
古
村
人
民
惣
代吉

永

平

太

明
治
十
四
年
五
月
十
八
日

外
二
名
連
署

福
岡
県
令

渡

邊

清

殿

前
書
之
通
相
違
無
之
候
也

鞍
手
郡
知
古
村
外

一
村

戸
長

日

高

与

次

平

つ
ぎ
は
前
記
借
区
の
継
続
稼
業

に
対
し
て
、
そ
の
差
止
め
を
請
願
し
た
も

の

で
あ
る
。
願
意
に
よ
る
と
前
記
中

の
借
区
は
歎
願

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
帆
足
義

方

に
免
許
さ
れ
て

い
る
。
条
件
付
免
許
の
歎
願
が
処
理
さ
れ
な
か

つ
た
た
め
、

こ
ん
ど
は
全
面
稼
業
差
止
め
を
請
願
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
請
願
書
が
本
事

件
願
書

の
本
紙
で
、
前
記

の
文
書

は
本
紙
に
添
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
請
願

書

の
末
尾
に
は
、
福
岡
県
令
が

「
難
及
詮
儀
候
事
」
と
処
置
し
て
い
る
が
、
添

付
さ
れ
た
鞍
手
郡
役
所

の
回
達
文
書

に
よ
る
と
、
明
治
十
四
年
の
条
件
付
歎
願

の
願
意
ど
お
り

「仕
掛
溝

ヨ
リ
借
区
ヲ
平
均
五
十
間
減
区
」
さ
れ
て
い
る
。

本

紙

(
朱

字

)

十
月
十
六
日

勧

第

十

一
号

乙
第
五
百
十
三
号

レヨ



溜
井
仕
掛
溝
及
溜
井
養
水

ノ
儀

二
付
請
願

筑
前
国
鞍
手
郡
知
古
村
平
民

寒

竹

儀

三

郎

外
弐
拾
弐
名

再

拝

謹

テ

請

願

書

ヲ

呈

ス

ル
原

因

ハ
、

柳

当

村

ノ
如

キ

ハ
田

方

養

水

ノ
苦

敷

土

地

二
付

、

寛

文

三

癸

卯

年

中

(
一
六

六

三

)

当

郡

上

新

入

村

地

内

字

長

浦

ト
言

フ
所

二
於

テ
、

敷

地

五

町

歩

余

ヲ
溜

池

ト

ナ

シ
、

堤

防

其

ノ
他

ノ
水

取

溝
筋

及

山

林

操

貫

等

、

人

民

不
容

易

資

金

ヲ
費

シ
初

メ
テ

溜

池

ヲ
設

ケ

タ

リ
。

実

二

一

村

一
ケ
所

ノ
溜

池

ニ
シ
テ
、

一
村

落

ノ
田
数

三

拾

町

歩

余

ノ
養

水

養

成

ス

ル

モ

ノ

ナ

リ
。

然

ル

ニ
此

溜

池

タ

ル
民

有

地

ニ
シ
テ
、

則

チ
築

設

ノ
際

ヨ
リ
代

地

弁

米

ヲ
以

テ

当

村

民

地

二
属

シ

タ

リ
。

該

地

ハ
周

囲

二
高

山

ナ

キ

ガ
故

二
、

当

郡

山

部

村

ノ
内

字

浦

山

ト
言

フ
山

林

ヲ
水

源

ト

ナ

シ
、

山

下

二
溜

井

仕

掛

溝

ヲ
設

ケ
、

其

仕

掛

水

路

タ

ル

ヤ
幅

平

均

四

尺
延

長

凡

弐

千

五

百

間

余

モ
有

之

、

就

中

仕

掛

溝

ノ
内

長

五
拾

間

ハ
大

造

ナ

ル
山

林

ノ
土

中

ヲ
操

貫

キ
、

其

間

高

サ
平

均

壱

丈

五

尺

幅

平

均

九

尺

ナ

リ
。

如

斯

掘

通

シ
年

間

水

源

二
降

雨

ノ
流

水

ヲ
池

二

溜

メ
込

ミ
居

リ

シ

ニ
、

旧

藩

中

該

水

路

近

傍

二
於

テ

、

地

焚

石

ト

唱

工
炭

坑

ヲ

開

キ

タ

ル
者

ア

リ

シ

ニ
、

土

中

掘

穿

チ

タ

ル
為

二
水

路

忽

チ
破

壊

ヲ
生

シ

タ

ル

ニ
付

、

其

旨

上

申

シ

タ

レ

ハ
直

二
開

鑛

差

止

メ

ニ
相

成

、

其

後

明

治

七

年

中

無

願

開

礁

セ

シ

モ

ノ

ア

リ

シ
時

モ
、

其

趣

願

書

進
達

シ
即

時

停

止

セ
ラ

レ
、

又

々

明

治

九

年

四

月

中

当

郡

山
部

村

高

田
重

蔵

ナ

ル
者

が

同

村

字

浦

山

二
於

テ
借

区

七

百

坪

開

磯

セ

シ
際

、

該

水

路

二
妨

害

ス

ル

ニ
付

差

止

メ
方

出

願

シ
、

則

チ

別

紙

写

(
別

紙

一
)

ノ
如

ク
御

差

止

メ

ニ
相

成

、

次

二
明

治

十

年

中

当

郡

上
新

入

村

香

田
賢

が

同

村

長

浦

ト
言

フ
右

溜

池
及

仕

掛

溝

近
接

ノ
地

所

二
於

テ
、

借

区

ノ
許

可

ヲ
得

テ
炭
礦

ヲ
開

キ
、

多

分

ノ
石
炭

ヲ
掘

採

致

シ
居

ル
折

柄

、

該

水

路

二
数

ケ

所

ノ
破

壊

所

ヲ
醸

シ

タ

ル

ヨ
リ
、

該

所

二
通

水

吸

込

ミ
溜

井
減

水

セ

シ

ヲ
以

テ

相
驚

キ
、

直

チ

ニ
歎

願

シ

タ

レ

ハ
別

紙

写

(
別

紙

二
)

ノ
通

リ
御

聞

届

二
相
成
、
則
借
区
御

停

止

ニ
テ
御

引

上

ケ

ニ
相

成

候

二
付

、

追

々
破

壊

所

修

繕

ト

シ
テ
年

々
不
少

ノ
費

額

ヲ
要

セ

リ
。

既

二
明

治

十

七

年

ハ
操

費

ノ
内

二
損

所

ヲ

生

シ
通
水
塞
閉

ヲ
ナ

シ

タ

ル

ヨ
リ
、

大

造

ナ

ル
立

テ
穴

ヲ
穿

チ
修

繕

ヲ
以

テ
通

水

セ

シ
メ
、
是
則
千
石

炭

ヲ
掘

採

シ

タ

ル
響

二
有

之

候

故

二
大

ナ

ル
費

額

ヲ
要

シ

タ

リ
。

然
ル
処
明
治
十
四

年

五

月

中

当

郡

直

方

町
寄

留

平

民

帆

足

義

方

ハ
前

記

同

場

所

二

於

テ
、

是

レ
又

別

紙

写

(
別

紙

三
)

ノ
通

リ

当

村

ヨ
リ
歎

願

仕

候

。

上

述

ノ

如

ク

全

ク
是

迄

炭
脉

ヲ
掘

穿

チ

タ

ル
タ

メ

ニ
水

路

破

壊

ノ
ケ
所

々

々

二
流

水

ヲ

吸

込

ミ
、

往

昔

ヨ
リ
村

民

ノ
膏

血

ヲ
絞

リ
大

金

ヲ
擲

チ

タ

ル
溜

池

及

通

水

路

モ
終

二

ハ
不

用

二
属

シ
、

諸

民

ノ

不
幸

ヲ
極

ム
実

二
歎

息

ノ
仕

合

ナ

ル
今

日

二
至

リ
、

豊

図

ン
ヤ

右

同

場

所

則

チ
上

新

入

村

字

来

ル
見

ト
言

フ
民

林

二
於

テ

前

記

ノ
帆

足

儀

方

ハ
再

ヒ
借

区

出

願

許

可

ヲ
得

シ
趣

、

該

人

義

ハ
明

治

十

四

年

中

出

願

ノ

際

モ
当

知

古

村

工
大

ナ

ル
関

係

情

状

ノ
ア

ル
事

実

ヲ
了

知

シ

ナ

カ

ラ
再

願

二
際

シ

一
言

ノ
照

会

モ

セ

ス
、

上

新

入
村

一
村

落

ノ
承

諾

上

ニ
テ
匿

二
許

可

ヲ
得

、

先

月

来

開

碩

着

手

致

シ
現

今

水

利

整

頓

中

ナ
リ

シ

ガ
、

最

早

溜

池

路

二
支

障

シ
、

目

下

破
壊

舞

洞

所

出

来

致

シ
居

リ
候

二
付

、

続

々
開

礪

二
随

ヒ
先

年

香

田
賢

が

掘

採

シ

タ

ル
空

跡

二
溜

リ

シ
含

有

水

ヲ
忽

ク

汲
取

ル

二
於

テ

ハ
、

果

シ
テ

通

水

ノ
減

ス

ル

ハ
無

論

、

破

壊

ヲ
生

ス

ル
事

必
然

タ

レ
バ

、

将

来

弥

増

養

水

ヲ
減

シ

終

ニ

ハ
前

陳

ノ
水

路

及

ヒ
溜

池

モ
無

効

二
属

シ
保

田

難

成

、

実

以

テ

農

民

ノ
大

事

件

ニ
テ
、
凋

弊

ス

ル
根

本

其

惨

状

言

フ
可

カ

ラ
ズ

。

何

分

共

至
急

実

地

御

検

査

之

上

借

区

開
礦

御

差

止

メ
被

成

下

度

、

別

紙

図

面

相

添

此

段

奉

請

願

候

也

筑

前

国

鞍

手

郡

知

古

村

七

百

壱

番

地

平

民

寒

竹

儀

三

郎

明

治

十

八

年

九

月

三
十

日

外

弐

拾

弐

名

連

署

県

令

岸

良

俊

介

殿

代

理

福

岡

県

大

書

記

官

渡

辺

清

殿

前

書

々
通

相

違

無

御

座

二
付

奥

印

仕

候

也

レ↓



直
方
町
外
四
ケ
村

戸
長

占

部

三

折

印

(朱
字
)

勧
第
弐
百
拾
七
号

書
面
願
之
趣
難
及
詮
儀
候
事

明
治
十
九
年
三
月
二
十
三
日

福
岡
県
令

安

場

保

和

画

(朱
字
)
勧
第
百
四
拾
九
号

御
所
願
上
新
入
村

二
於
テ
帆
足
義
方
石
炭
開
坑
之
処
、
知
古
村
溜
池
仕
掛
溝

へ

妨
害
之
趣
ヲ
以
、
坑
業
差
留
請
願
候
処
、
別
紙
之
通
指
令
相
成
候
趣
、
右
仕
掛

溝

ヨ
リ

ハ
借
区
平
均
五
十
間
ヲ
減
区
居
致
候
条
、
知
古
村
人
民

へ
右
之
趣
御
示

相
成
度
、
此
段
及
御
照
会
候
也

明
治
十
九
年
三
月
光
日

勧

業

科

画

戸
長

占

部

三

折

殿

な
お
前
記
の
借
区
は
、
明
治
二
十
二
年
に
帆
足
義
方
よ
り
三
野
村
利
助
、
近

藤
廉
平
両
人
に
移
り
、

つ
い
で
三
菱
合
名
会
社

に
移

っ
て
新
入
炭
坑
が
開
坑
す

る
の
で
あ
る
。

秀
村
選
三
氏

監
修

米
津
三
郎
氏

校
注

中
原
嘉
左
右
日
記

全

十

二
巻

(
第
七

巻

ま

で
既
刊

)

A
5
判

頭

注
付

特

製
布

ク

ロ
ー

ス
上

製
函

入

各

巻

四
、
O
O

O

円

(送
料
別

)

〈
日
本
図
書
館
協
会
選
定
図
書

一
三
四
番
〉

原
本
は
福
岡
県
文
化
財
指
定

を
受
け

た
北
九
州
小
倉

の
豪
商
中

原
嘉
左
右

の
日
記

(慶
応
四
年
よ
り
明
治

二
十
七
年
迄
)..
単

に

北
九
州
地
方

の
み
で
な
く
。

日
本
資
本
主
義

の
黎
明
期

に
お
け

る
政
治
、
経
済
、
社
会

、
風
俗

を
ヴ
イ

ヴ
イ

ッ
ド
に
物
語

る
も

の
で
あ
ろ
う
。
小
倉

郷
土
会

の
米
津
氏

が
長
年
月
を
費
し
解
読

し

た
も

の
。

財
団
法
人

西
日
本

文

化

協

会


